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　←竪穴建物跡の復元画
知立市間瀬口遺跡の縄文時代中期の竪穴建物
跡をモデルにした復元画です。屋内中央に炉
が設置され、煮炊きする様子が描かれていま
す。竪穴建物跡の写真を見ながら、このよう
な建物と風景を想像してみてください。
（平成 15年度 愛知県陶磁資料館展示図録
　　　　『歴史の風景̶遺跡からのメッセージ̶』より）

　←大栗遺跡の竪穴建物跡
昨年度に調査された、大栗遺跡の縄文時代中
期の竪穴建物跡です。遺跡の立地は川向東貝
津遺跡と似ています。竪穴建物跡は長軸約
4.0mです。石囲炉は、大畑遺跡や川向東貝津
遺跡と同じように大きな石を組み合わせたも
ので、こちらは方形となっています。

　各遺跡の位置図→
上で紹介した遺跡の位置関係です。丘陵上の
高所に位置する大畑遺跡に対して、大栗遺跡
と川向東貝津遺跡は川近くにあって立地は異
なりますが、いずれも縄文時代中期の竪穴建
物跡が見つかっています。
　現在はそれぞれ別の遺跡名で呼んでいます
が、縄文時代の人々にとっては、「同じ山の中
の別の場所」というくらいの感覚だったのか
もしれません。

　川向東貝津遺跡の竪穴建物跡→
一昨年度に調査された、川向東貝津遺跡の縄
文時代中期の竪穴建物跡です。遺跡は河岸段
丘上の平坦な場所に位置します。竪穴建物跡
はやや五角形に近い平面形で、長軸約 5.0m。
石囲炉も大きな石で五角形に造られています。

近くの遺跡の竪穴建物跡と復元画

遺跡の位置（国土地理院発行 1/25000 地形図 田口に加筆）

川向東貝津遺跡 003SI　　

大栗遺跡 090SI

北からみた大畑遺跡全景
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